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６．研究内容（コンマ区切りで 3つ以上のキーワードおよび 400字程度の成果概要を記入） 
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新富士火山旧期には大量の溶岩が流出し，この時期に新富士火山が大きく成長した．われわれはこの時期に

発生したと考えられる火砕流の堆積物を富士山南麓地域に発見し，その特徴を明らかにした（嶋野ほか，「火

山」に投稿中）．一方，この火砕流の定量的な評価には，この地域に分布する溶岩との対比が必要である．

これまで南麓地域での溶岩どうしの対比は，岩石の肉眼観察および薄片の顕微鏡観察による鑑定，全岩化学

組成によって行われてきた．しかし，富士火山の噴出物，特に同時期の溶岩はこれらの特徴が酷似しており，

それらを識別することは極めて困難であった． 

本研究では富士山南麓に分布する代表的な旧期溶岩の斑晶鉱物であるかんらん石の組成に着目し，東京大学

地震研究所の EPMAにより，これらの化学分析を行った．その結果，代表的な露頭における斑晶鉱物どう

しの対比については，これまで報告されている対比結果と整合的であった． 

 

７．研究実績報告（公表された成果のリスト＊１または 2000～3000字の報告書） 

（＊１論文タイトル、雑誌・学会・セミナー等の名称、謝辞への記載の有無、ポイント数、電子ファイル添付のこと） 

「火山」へ投稿準備中（謝辞へ記載有り）． 



 

富士火山成長期における溶岩流と火砕堆積物の層序関係に関する研究（報告） 

富士山南西麓の新富士火山旧期溶岩のかんらん石組成について 

Olivine compositions of Older lavas of Young Fuji volcano at the southern and western foot of 

Mt. Fuji 

常葉大学大学院環境防災研究科・嶋野岳人 

Taketo Shimano, Graduate School of Environment and Disaster Research, Tokoha Univ. 

 

はじめに 

富士火山は日本最大の陸上火山であり，過去頻繁に噴火履歴の認められる活火山である．2000年

末から発生した深部低周波地震の群発を受けて進められた総合的な調査研究により，最近約 2000 年

間の噴火史については飛躍的に理解が進んだ（荒牧他編，2007）．中でも玄武岩質マグマを噴出する

富士火山においても火砕流が発生した履歴が詳細に報告されたことは，火山噴火推移や火山体成長過

程を理解する上で極めて重要な発見であった（Yamamoto et al., 2005；田島ほか，2007など）．一方，

新富士火山の形成初期（約 8000 年以前）には大量の溶岩流が噴出し，火山体を大きく成長させたこ

とが知られている（津屋，1968；宮地，1988）．著者らは，富士山南西麓における現地調査により，

旧期溶岩に挟まれる形で火砕流堆積物と考えられる一連の堆積物を見いだし，その特徴を明らかにし

た（嶋野ほか，『火山』に投稿中）．また，年代測定によりこれらの火砕流がおよそ 8000-9000年前に

発生したことを明らかにした． 

それでは，非爆発的噴火による溶岩流と爆発的噴火による火砕流の発生がどうして同時期に起こ

ったのであろうか，あるいはどのような噴火推移をしたのであろうか．富士山のような大規模な成層

火山の成長過程を理解する上では，このような中長期的な噴火推移の実態を明らかにする必要がある

が，この時代の噴出物はより新しい堆積物で覆われて堆積物の露出が限られるため，不明な点が多い．

特に，富士火山南西麓には，この時期の溶岩流についての報告が多数なされているが，近年になって

も，著者により溶岩の分布や層序に異なる点が多く認められる（山本他，2003；山元他，2007）．こ

れらの研究はいずれも地形判読や肉眼鑑定や岩石薄片による斑晶鉱物同定，および全岩化学組成を基

にした同定によるところが大きい．しかし，富士火山の噴出物の多くはかんらん石など数種の斑晶を

含む玄武岩であり，記載岩石学的な特徴や全岩化学組成は極めて似通ったものが多い（富樫他，1991）．

また，旧期以前の富士山起源テフラは風化変質が進行しており，これらと溶岩の対比を全岩化学組成

で行うことが難しい（たとえば，嶋野・他，投稿中）．そこで本研究では，これまで殆ど報告がない旧

期溶岩のかんらん石斑晶の化学組成分析を行った． 

 

分析方法・分析試料 

斑晶鉱物組成の分析は東京大学地震研究所の EPMA を用いた．分析方法分析条件については

Kaneko et al. (2005) と同様の方法を用いた．本研究では，富士火山の噴出物に普遍的に認められる

かんらん石斑晶および微斑晶の中心部の分析を行った．なお，本報告において，斑晶は長径が 100 ミ

クロンを大きく超えるもの，微斑晶は概ね 100ミクロン程度のもの，マイクロライトは 100ミクロン

を下回るものをさすこととする．斜長石斑晶については，結晶粒径範囲が広く，汚濁帯や累帯構造の

顕著なものも多数認められ，複雑な晶出過程を経ていることが推察されるため，今回は分析を行って

いない． 

本研究で分析した試料は，富士山南西麓に分布する代表的な富士火山旧期溶岩のうち，比較的斑

晶の目立つ，大淵溶岩，北山溶岩，人穴溶岩，および火砕流堆積物の上下に確認された溶岩流（肉眼



的には元村山溶岩および大淵溶岩に対比された）である． 

 

結果 

今回測定を行った試料については，かんらん石斑晶および微斑晶の中心部組成は，それぞれ

中心部（コア）で Fo62～Fo82，Fo60～Fo76の範囲を示し，Fo68-Fo76，Fo68-Fo74付近にピー

クを持つ組成頻度となった．今回測定を行った試料の中では，南麓，西麓の溶岩で組成範囲が系

統的に異なり，南麓の溶岩では比較的組成頻度が集中するのに対して，西麓の溶岩ではばらつき

が大きかった．南麓の大淵溶岩と火砕流堆積物直下の溶岩については，ほぼ組成が一致し，これ

までの全岩化学組成や記載岩石学的特徴による対比結果と整合的であった．西麓の火砕流を覆う

元村山溶岩と火砕流直下の黒色火山礫層（火口近傍相）については斑晶組成がほぼ一致するもの

の，前者については斑晶とは組成の異なる微斑晶が顕著に認められた． 

 

考察・課題 

富士火山旧期溶岩のうち，比較的斑晶の目立つ溶岩についてかんらん石斑晶の鉱物化学組成

について報告を行った．斑晶組成はいずれもこれまでの記載岩石学的特徴や全岩化学組成に基づ

く対比と調和的な結果を示した．一方，それぞれの試料についてみると，斑晶サイズや組成幅に

大きなばらつきが認められるため，対比を行う際にはサイズと組成を合わせて比較することが重

要であることを示している． 

旧期溶岩については，殆ど斑晶を含まないものも多数報告されている．これらの溶岩流につ

いても斑晶の目立つ溶岩と同様に肉眼および薄片鑑定のみでは識別が困難であることが指摘され

ており，今後はこれらの分析も行う必要がある．また，上記結果を見る限り，かんらん石斑晶・

微斑晶の組成幅も比較的似通ったものであると言える．したがって，より詳細な対比のためには，

多の斑晶鉱物組成や結晶サイズ分布等も含めて比較する必要のある場合も予想される． 
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